
Scope1･2温室効果ガス排出量削減の取り組み

当社グループは、小売業を中核とした企業グループであり、
温室効果ガスの排出量の多くは、電力の使用によるものです。
そのため、電力の使用に重点をおき、特に、店舗で使用する電力
を再生可能エネルギーに転換する取り組みを推進しています。
同時に、照明のLED化による省エネルギーの徹底や、社用車の

EV化による直接的な温室効果ガス排出量削減に取り組んでいます。
その結果、2020年度の当社グループScope1･2温室効果
ガス排出量は、132,106t-CO2となり、2019年度と比較して
18.7％削減となりました。また、SBT基準年である2017年度比
でも32.0％削減となり、SBT達成に向けて順調に推移しています。
なお、当社グループのScope1･2温室効果ガス排出量実績は、

サステナビリティ▶脱炭素社会の実現
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 背景 
化石燃料への依存から脱却を目指す「脱炭素化」が世界的な潮流となっ
ていることを受け、当社グループは、再生可能エネルギーの活用による「脱
炭素社会の実現」を最重要課題として位置づけています。

 目指すゴール（コミットメント） 
私たちは、かけがえのない地球環境を次世代に引き継ぐため、再生可能
エネルギーの調達拡大や、省エネルギーの徹底等に全社一丸となって取
り組み、脱炭素社会の実現に貢献します。

 2023年度目標・KPI 
●Scope1･2温室効果ガス排出量40％削減（2017年度比、連結）
●事業活動で使用する電力に占める再生可能エネルギー比率40％
●新電力事業会社との協業による再生可能エネルギーの自家発電の導入

 2020年度の主な取り組み 
●Scope1･2温室効果ガス排出量18.7％削減（前年度比、連結）
●CDP2020気候変動「Aリスト」認定取得
●「RE100」加盟
●再生可能エネルギーへの切り替え拡大による、再生可能エネルギー比率

10.3％（前年度比6.3％増）
●再生可能エネルギー100％により運営する店舗 心斎橋PARCO グランドオープン
●省エネ機器・高効率機器の導入、社用車のEV化拡大

2020年度 JFRグループScope1･2温室効果ガス
排出量目標および実績

ロイド レジスター クオリティ アシュアラ
ンス リミテッド（LRQA）による独立保証
声明書を取得しています。

※事業活動で使用する電力を、2050年までに100％再生可能エネルギーにする
ことを目標とする国際的イニシアチブ。

心斎橋PARCO

2050年までの再生可能エネルギー 100％化に向けて

当社グループは、2020年10月、「RE100（100％ Renewable 

Electricity）※」に加盟しました。2050年までに、事業活動で使用す
る電力の再生可能エネルギー100％化を目指します。

2020年11月にグランドオープンした心斎橋PARCOは、館内で
使用するすべての電力を100％再生可能エネルギーに切り替えまし
た。再生可能エネルギー100％の店舗は、パルコでは初めての取り
組みであり、隣接する大丸心斎橋店とともに、当社グループのESG

モデル店舗としての役割を果たしています。
これらの取り組みにより、2020年度の当社グループの再生可能エ

ネルギー比率は、10.3％となり、2019年度から6.3％向上しています。
今後も、計画的に大丸松坂屋百貨店やパルコの店舗を中心に、順次
再生可能エネルギーへの切り替えを進めていきます。

2020年度 対2019年度 対SBT基準年

排出量(t-CO2) 削減率(％) 削減率(％)

目標 Scope1･2
合計 156,007 ▲4.0 ▲19.6

実績 Scope1･2
合計 132,106 ▲18.7 ▲32.0
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